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Ⅱ　機構とスタッフ
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Ⅲ　研修活動

Ⅳ　調査と研究
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インド人研／1壬生の t従格には二つ／）場合Jトあり， 」つ；j ／川、はよりる種のサーベイのJf；で実胞され，すでに昨年収

fンド政府の許11Jした奨学生で，かれらはおもに大学Fト 在で21C＇）プロジェクトが終了 L，九つのプロジェク卜が

｛後すくに来こし、る 1のが多」、O ，・まーは，！＇il係機関 jft行中りあろ J

（たとえばセンサス同〉がそこの職員を派遣する場合で 活動の中心はなんといっても（1）の「出生力と家族計画」

ふる。それゆえ「研修生各人のバノクグ F ウン、もヂt に間十らもので，そのおもなものは次のこおりである。

グラフィーについての知識の程度もまちまちであれ第 〔l〕 Bombay Birth Study (1962〕。 とれは 1960年

l年度、＇）講義｝士どう Lてもわj歩伝！なもの ζならじるをえ ごL1i・ノ、ド l)-j専土J）担当て実施されたもので，標本拙

なνょうである υ / 1 Hこよりがンペイ市の出生登録の:ii：確牲の評価を行な乃

研修メドは!JiJl1JとL-c DTl<C構1J-1tこあ匂J、スフー心にiJ と同砕い，出 ！［：カ（..：.・ル、ての分析をしたものであるo

L リ （2.1主 fンド .1.，：土2人1室外国人l土1人1室そ 「2:i SじX R"tio at Birth i 11 Indi日(1962）こtLは194り～

使用）， 'r:前：1,:i 11.'Ni',lの；博義にHIc, "flをは '111寺:i-，トEでの 胡年のJ＋＇，生につ U、てその-t'i'比の分析をしたもので，動態

1:', l同.i::；：か山q＇）三桁ヤにiふこといiI ,~' ii. ' : .. る (fc/,…i t’＇Hiiil,_ （シド什ii'よ，［，なidlとん、 てャシυ w、＇＇1
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百はうー7 チャンドラン ttVIーと～Jr ¥" ～Deshan<le, ;/t /[¥!¥. !Jcハ推汁が行なわれて十，：， /iノし，t；ートが公

i :1 The Stu《lyof Fertilit¥・ in ~.fa］山λ(19β2)c マヲ ぷ .~At<> （’定であるの以上のほ治、；こ‘ ](I] !'vlarketin日

1’政l(J~共同7＂ロジヱク l、乙、 1%7°1 ,n ラヤ・セシ千 円iいll11＂山下 lives, 11 I〕Smveyof Postpartum Ame-

仁川、ンチ・力一ドをc:1上 tlご／1',/j:)j U）推Aを行な， s ll《Hrhl'a, 11:2 ! Communication Jト{ll'Chof ] l )( 'I)など

たもの。〔 4.. Survey of Family Planning Clinics in があるc

(; reater Bombay ( 19'i:l）。ボンベイ1人jの日：lの家桜，ill岡本11 次に，（3）の「国内移動と都市化Jに〆川、ては， I／＇カリ

談所を対象土して．その機能および効巣などにつL、て調 γ｜将士によるセンサス・デーゲによる移動の推計と分析，

1i:したもの。 r5 J Demographic In《lice,for A州創出ng [l:¥" Internal Migration in lnclia, I941-51 (1959）が

Chanιes in Fertility R制 ultingfrom F川nilyPlannin日 あわ）士のほか. C 14〕A Historical study of Internal 

I’ro日rammes(19:i4）。 チ ＇： / ;: ；〆 りーラン博 I.と ¥li.c:rλtion in Indian Suh-Continc川、 19りi～；ll( 1962), 

¥ 1 r. I I C. Chi<lamharamの411、1・1L .' ・.京災計耐のti¥生ブJ J:, ! 1 n icr prefec>tu ral Migration in Japan, l 956 and 

に比ぼす効果を測る良L、！トi伴＇r, I ill ヰt1,. I I （均三 Lた絞f,f;i i川 i( i川’：）、＇ lfi]Mi耳rant丸山（ ；，.，.，，陀I Born］川y〔1964)

1{1 (,I[叱c 〔（j〕StudyIn・ ヘ1r,r1守1、“11];,, Effect of 1lw ／；，／；，々 上／二現ず1：進行中の tのとして、 17 J Study’ 

Use of Contraceptives on 下位rtility(19.i4）、 i控H効果の of (k・cupationalMobility in Bombay、i.l8JRural Mi一

期論的研究，この研究のアイヂアは現tl:fi'な，われている 日rati日nSur、eyがあるつ

むミュレ－＞ョン.＇［・ヂ、 Jレに上ろtlll市lj/1＼ノ｜ー数内/ttl比「同 1 r：：）の lセンーザス・デーケの汗佃i」は，Certificateコースの

にひきつがれている、 仁1:1で行なわれる研修生の countrystudy papersが中心

現在進行q，の -fロジコーヲ卜としては‘「 7 R肘 C'arch とな Jているの現在までのところ、地域別あるいは各[fl

I HトパmilyPlanning Communiじ山川l人けionがあるr 川；：； r tr：われたセ Lサス・ヂ一々 しり，，ff1lli（二／1，、てのベー

てJI; [ 1962年より実施されい、心長官IJj川 ιジ工ケトて＼ , i t''.00以上にな竹，すべてi'X],I；：本に保存主れている、

HU1"llTRCにおける家族i11111j{;J［’1t，.へいlfζ，.l:, この←ハゴジ = ;/ （んハ，、ーミーはなるべく重rl;Iな＂ . I、：／ jり！HU；：選ir 
ケトとアガラワラ博士（I• 1 f た <'. ・，・，；：.族.：Ii向ijo，刊誌I A' C＇，、，・：）ヅ）む、そのカパーする絶問it ＼），）めて1I；，、つ

J.,・n,・l,r analy日i誌のごっと ltえLうハ i!Hi 1年来イ〆ドで (.J）の｜経済発展と人l11/ll題」に関す；c:,1 U シェケトには

は指導員によど〉家政，,I・阿の効果的持及がnvi 主;1しはじめ i欠のご叶があるい 19〕PopulationRedistribution and 

ているが，この 7＂ロジ t ケトは、いわゆる ex1心nsion Eco口町micDevelopment in Orissa State (19/ifi），「：WJ

礼pproachについての理論的研究とボ＞ ／、ィにおける実 行，pulati on (; row th and Economic l )evelopmen I in 

地結果の調査をすることを lli'r-JとしてL、ぷ l この；王かに司 ト，PieピtetlAsian Countt i出（進行中）。

" l’《ipulation Resear、・Ii liy （‘＂＂＇！＂ ii肘 Simul；引i

i1ι '.i，ノ，） こ;Itは19ι5-ff方、 A 】 1'1 1:so一『）'i'.'i J予t愛j功；二上つご ＇＇＂；正， 1ioni’l《，jectim】内 forCeylnll, iリ以i～I'll（］リ：＇＞8),(22〕

I＇！ドif;5;/1,たプロジェケト、 I!'.'I:. ＇寸亡、移動などにつ 九lanp，問、・，:r l{esource訪日fCeyl，》ll,l＇山、～ Xii1%9), [2,l] 

••• c j）一定の仮定のもとに人liゾ｝情.t¥iit化を追究する l¥i I,¥ iogrλ！山、 onPopulation (I＜）はめ :!,! ! I )j r,・,,tory of 

”／口モデル分析と．避灯、~）；1/1,'r']'·I~；，人. ~＇の IIγiミ｝Jに災 ！｝円ll<引けいlie円c19n:n,r2日〕 Po1》ulationProjections for 

l王す効果を測定するミケ口モヂル分析が行なわれて」、 孔laharashtra,1%1～81 (1964）‘［日付〕 I》叩ulatio1tPr<リec・

るη 長近の成果・としとは、 .t I）洗練されよこモーヂルをrm‘ 1 ions for Cujara1民tale‘1%1～HI(1%4), [27〕Survey

て避好：および不灯手術による抑制！日生散がイン i;・の助｛？ 山iS,:honl Chi¥,lrεn in Creater Bombay (l9fi4), -:~HI 

についてJ十算されたこの結果，諸棋の家峡川両方法；の組 Demographic 日1山ly of Maharashtra State (19ti(i), 

〆「.，，.についてその効果の川町lηな；l'f1lli;J・: ・：：きるわけで、 [ (<) l'oドul山lion Projections for E仁川；E ぐountrieぉ

τ号にふれたアガ「ラワラWti:(1＞＂打、 ti川 w1itanalys刊の ( ltHi:",¥ :l(li Analytical おturlie, of I 川 i Census 

' . ,:, ：こ有用なデーゲを提fl！：、 I／， 二tて；こに，たふ !b1a (i1Hi't') 

什 l Creater Boml困、［・＼・1 I州IVSm,・eyc Eli川河ーに J'I, I· ，｝）＂同紅研究祈重~Jのほかに I 'I (.~ l・＇.！ !iii一般公

宍1泡された出生力調査cifi!J T在、統.n;;: Hiiitr場f，にはそれ iiiJ,n I了、 fーが開催される。所外カ‘んの講f:rli1，支えて，

によらない/J＼生力推i，十が行なわれるが．これには多くの 111' '.j'の作1］では，「結婚年齢」引上げ，「人工妊娠中絶」の

欠点があるーこの什一八イでは調査つ~j法にくふうがなさ いJプ「をめくっで活発な議論が行なわれたn
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